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役割はさらに飛蹴的に大容れたのだ。
伝統的にソ辿で

くなった」

は他の問と岡崎、
地方の民

ーーソ辿問内のマスコミ村では従来の秩序を支持す

が閏民に民主ネ設や自由にるという点で保守的であ

ついてのメッセ！？を伝えり、都市部では進歩的だ。

るようになったからか。
だがソ迎のメディアが制に

「そう、共産側にとって自由となってからは民主主

の過激な民主主議思想の拡義思銀は金上に広まり、沿

倣のぺlスはソ辿開内のメ海州のサハリンのような辺

一例だと出う」

ディアにより一単に加速さ地までエリツィン支持が強

｜｜凶側の一般マスコミ

のソ辿に対する役削はどう

llあなたが二年前に発の白任を本当に県たしてきだろうか。

哀した論文『歴史の終わりたかどうかだ」

「共産主義と西側民主主

？』は
共藤主議の崩埴と自
llソ辿の共産体制の崩縫思怨の衝突の過程では共

由民主主設の世界的な仏が捕のプロセスでは西側のV産側は自脚色の国民を西側

りを予面して、凶
際的に椀OA、BBC、ラグオ・リの思想から遮断することを

紋を呼んだが、その究極のパティl（自由）というラ制度的に続けた。だが成功

イデオロギーともいうぺ出C月ンオ放送が部大な
役割を掛はしなかった。プレテネフ

白由民主主義にとっては白たしたといわれる。一般国時代でもソ辿のエリートは

由な新聞などマスコミの存民はこれらの放送にかなり一部は自国のメディア、一

在が不可欠なのか。

の影響を受けていたのか。
部は西側のメディアにより

「そう、栂力を批判し、
「東欧各国でも共産体制外部世界の経済などがどん

敵対的な盗勢さえと
る自由から
解放された国民が冷戦な状況かをある程度は知つ

で独立したマスメディアの中の四十年もの閥、VOAていた。その結果、自陣営

存任は自由民主主袈の社会やラヲオ・リパティーを熱の状況が劣っていることを

にとって欠かせない。その心に聞いていたことを狂言知り、そこか

存在の有無が共産主義の独した。だから放送の効果はら共産側にと

裁体制との重要な遣いの一
十分にあったことが証明さつてのイデオ

つでもある。自由社会でのれた。いまやこれら東欧向ロギ1よの腐

マスメディアの電要性はいけ反共放滋のヰャスタlた敗が始まつ

くら強潤しても足りないくちは般国のハンガリーやポた。ソ迎問内

ら
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マスメディアが現実に自由うに歓迎されている。これ始されてから

民主主義の普及のためにそはメディアの役割の盟婆なのマスコミの

ソ迎・束敵の
共建議体制の刷胞にマスコミの果たした
役削について米ランド

研究所顧問のフランジス・フクヤマ氏にインタビューした。この中で、フクヤマ

氏は「ソ迎の民ゃい主議の勝利にマスコミが民たした
役削は大きい」と
比姥主蔀刷

姐に対するマスコミの功矧を認め、「マスコミは門出世界の社会にとって不可欠

の存在」と高く制抑制した。しかし、その一方で「マスコミは使い方によって。良

い迫真eにも。惑い迫具eにもなりうる」とマスコミの問題点についても触れる

など示唆に包んだマスコミ論を
凪聞した。

（ワシントン
吉森義久）

機
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は

思

想

の

伝

達

ソ連

一九五二年生まれの日系

三位。米ハーバード大学か

らソ連研究で博上弓を得て

国訪省入り。八三年からソ

迎戦略研究機関のランド研

究所に勤務、八九年に閤窃

省に戻り政策企画局次長。

現在はランド研究所顧問。
力となった。だが

自体伊
民主主義と

一体となっている

ような
錯覚にWつ

ない」｜｜それはどうい

なのか。「新聞などメディ

能はアイデア、思
知

ることだ。だから
マ

の人たちが自らを
毘

臨手として位世づ
け

には私は
括抗があぶ

主滋の時代には当僻

主盗思怨が地も強

ら、マスコミはそ』

ることになる。も、

異なれば主琉とな『

変わり、マスコミ一

主益的な思想を伝一

とが十分ある」

らを知る
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ム数回卑セ必の説教をして

いたが、それを録脅したカ

セット・テープがイランへ

ひそかに迩ばれ、圏内各地

に配布され、広範な国民間

が聞き、
体制への不糊を高

めていった。いま内戦が続

くユーゴスラビアでも、セ

ルピアとクロアチアの両方

がここ半年以上も毎晩のよ

うに、テレビで第二次大戦

当時までさかのぼり、とも

に相手の替の残磁行為の生

し々い映像を流している。

五＋年も前の民践的敵対心

を復活させることを狙って

いるのだ。これも近代のコ

ミュニケーション技術なし にはできないことといえ

る」｜｜メディアをどう使う

かが問題というわけか。

「メディア自体よりもそ

れが涜すメッセ！？の中身

の方が理要ということだ。

だから『民主主議の勝利』

に対してもマスコミはあま

りおごってはならないと思

う」llどういう意味か。

「最近の共路支醸の崩壇

と自由民主主議の勝利に対

して西側のマスコミには自

分たちがそれを実現したか

のような倣慢（ごうまん〉

さがうかがわれる。だがマ

スコミがコントロールする

のはあくまで媒体であっ

て、それを通じて伝えるメ

伝

え

る

内

容

が

問

題

｜｜マスコミは時代が見

なればファシズムさえ滋及

するというわけか。

「一九三0年代を思いお

こしてほしい。ナチス・ド

イツのグッペルス情報相、

リッベントロップ外相など

マスメディアの効用に関し

てニュース映聞の利用など

で最も創造的だったプロパ

ガンダ専門家はみなナチズ

ムの普及に全力をあげてい

たのだ。マスメディアのこ

うしたネガティブな側面に

闘してはイランのホメイニ

京命の実例もある。フラン

スに亡命中のホメイニ師は

毎週金昭自に過激なイスラ

台間の経済的、社会的発鹿に伴

ぃ、その国際的役割は極めて大きく

なっており、今u、台湾を抜きにし

てアヲア太
平沖地域の将来は語れな

独
自
の
中
国・
台
湾
報
道

中島嶺雄氏
巾国の将来に店要な窓議をもっ。

経済改革とともに政治
改革を進め

ることは、大きなリスクを伴うた

め、両立は一般に難しいとされてい

る。だが、台湾は李登輝総統のリー

ダーシップの下、経済的発展ととも

東京外語大教授

に桜政
辞世乞はじめとする政治
改H山中

に取り組んでいる。

先の「ア汐ア・オープン・フォー

ラム」第三回会議でも示されたよう

に、大分
県｜台湾・高
雄lロシア共和

国といった国家の枠を超えた国際交

ぃ。また、今春、台湾が〈中開共産

党を反乱団体とした）動員蹴乱（か

んらん）時期臨時条駄の鹿止、国家

統一綱領の制定に踏み切ったことは

ツセlyでは
ない。マスコ

ミだけが、独
自にメッセ！

？の内容を決
定してはいな

いのだ。メデ

ィアは非常に
強い力を持っ

た迫只だが、
よい迫具に

も、また思い
迫具にもなり

うる。今回
は、たまたま

メディアの伝
えたメッセl

yがよい内容
だったから幸

いだったが、将来はまたそ

うなるとは限らない」

「

う

の

み

」

報

道

の

時

代

西側の左寄
り、リベラル

とされるマス

コミを利用
し、迎悦し、

共産システム
の弾圧ぶりな

どを非難する
側に『反動』

とか『危険な
口険主読者』

というレッテ
ルを強った」

llソ連国
民は自閣の共

産政権のマス

コミには懐疑

的だったとい
うことか。

「共産ソ連
は非常に効果

的にみえるプ

ロパガンダ機
棉を持ってい

た。ソ辿の党

や政府が懲掘

する、いわゆ
るマスコミ

だ。このマスコミは

民にマルクス・レー

越の側値観を植えつ

で絶大の効果を発
抑

ると西側のわれわ
れ

てきた。ところが
民

始まったここ数年
で

たのは、ソ述国民
一

中、そうしたプロパ

をずっと聞かされた

ーーん見に西側メディアが

自由民主主義の普及のため

に本当に白任を果たしてい

るかどうかという疑問を提

起したのはなぜか。

「西側メディアがソ迎の

民主化プロセスを遅延させ

た側而があるからだ。ソ辿

共賭政縮の公式主強を
批判

や疑問を提起せずに、ただ

そのまま再生して、報道し

続けたといえる。また米国

のマスコミはとくに点駄の

問状を納税してきた。ソ迎

にしても間民の只の願望を

どこまで報道したか。両側

マスコミは冷戦時代の人質

となって、共産主義の崩蹟 を早めるような役割は果た

さなかったという側聞も極

めて強かったのだ」

llソ連側のマスコミが

レーガン前大統領をヒトラ

ーにたとえるキャンペーン

を執ように続け、西側のマ

スコミがそれに同調する形

をとったのも、その一例と

いえるのではないか。

「その通りだ。八二年か

ら八三年にかけてソ連が西

側の中距離核ミサイル（1

NF）の配備を阻むために

西ドイツに向け展開したプ

ロパガンダも積めて強力

で、西側メディアがそれに

同調した。冷戦中のソ連は

西側報道で白

流のチャンネルも育ち始めている。

こうした状況を背政に、台湾に閲

する栂辺は各紙とも分町が地えてい

る。産経新聞が早くから台北に支局

をRいてきたことに対しては、北京

に支局をもたないハンディキャップ 目立つ昨今であり、今回話題を呼ん

だ李受郎総統との
m独インタビュー

にも、そうした点が説れている。

単に台湾のみならず、これから変

動に見舞われようとするアYアを見

渡す時、産経新聞は不可欠のメディ

アといえる。中国、ソ連などでも産

経新聞は
非常に出向されており、今

後は北ボにも点目Mが開設されるよう

願ってやまない。来年は日中凶交回

復二十周年にあたるが、この問題は

プレスの自由のために、日本の新聞

界を挙げて取り組むべき課題といえ

よう。

もあるかのように見られていたが、

去る七月初旬の「硝煙なき戦い」と

屈する中国の内部文献のスクープな

ど、大陸情報についても他紙にひけ

をとってはいない。だから、台北に

支局をもっ産経のユニークさの方が

（談〉
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